
議
員

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園

に
整
備
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
は
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ン

プ
で
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
チ
ー
ム

が
一
日
使
用
し
た
。
十
五
年

三
月
ま
で
の
使
用
実
績
・
予

定
で
は
、
三
〇
日
間
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
使
用

さ
れ
る
内
容
を
聞
き
た
い
。

助
役

本
年
八
月
〜
十
五
年

三
月
ま
で
の
予
定
は
、
小
学

生
対
象
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
が
六
日
間
、
中
学
生
の
リ

ー
グ
戦
が
九
日
間
、
高
校
生

を
対
象
と
し
た
大
会
が
七
日

間
、
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
で
五

日
間
の
使
用
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

利
用
を
限
定
し
た
理

由
を
聞
き
た
い
。

助
役

芝
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
健
全
な
生
育
状
況

と
再
生
能
力
保
持
に
よ
り
、

良
好
な
状
態
で
長
く
利
用
で

き
る
。
現
在
、
脚
力
の
異
な

る
小
・
中
・
高
校
生
の
大
会

等
に
限
定
し
た
試
行
的
利
用

に
よ
り
、
芝
の
痛
み
具
合
や

再
生
実
態
の
把
握
に
努
め
、

今
後
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

議
員

市
民
へ
の
開
放
が
進

ま
な
い
が
、
今
後
、
サ
ッ
カ

ー
場
の
使
用
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

助
役

芝
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
養
生
期
間
の
た
め

一
定
の
使
用
制
限
は
や
む
を

え
な
い
と
考
え
て
い
る
。
使

用
制
限
を
補
完
す
る
意
味
か

ら
、
近
隣
地
の
堤
外
地
、
四

之
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
大
神
市

民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
の
調
整

を
模
索
し
た
い
。

議
員

サ
ッ
カ
ー
場
の
維
持

管
理
費
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

芝
生
・
管

理
棟
等
の
管
理
業
務
委
託
料
、

光
熱
水
費
を
含
め
て
、
年
間

約
一
四
〇
〇
万
円
と
予
測
し

て
い
る
。

議
員

芝
の
管
理
内
容
と
月

額
の
費
用
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

芝
生
管
理

は
、
複
数
の
使
用
形
態
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
中
で

デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
含
め

て
委
託
し
て
い
る
。
管
理
内

容
は
、
灌
水
、
刈
り
込
み
、

施
肥
、
除
草
、
ス
パ
イ
ク
傷

の
補
修
等
で
あ
り
、
月
額
約

六
二
万
円
を
要
す
る
。

議
員

公
園
内
に
計
画
し
て

い
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
含
め
多

目
的
な
体
育
館
に
し
た
い
と

の
こ
と
か
ら
空
調
設
備
は
必

要
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

利
用
形
態
が
想
定
さ
れ
る
の

か
。

助
役

空
調
設
備
は
建
設
検

討
委
員
会
か
ら
必
要
性
を
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
利
用
形
態

と
し
て
は
、
現
在
、
見
附
台

体
育
館
で
行
っ
て
い
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
、
産
業
ま
つ

り
等
に
加
え
て
、
収
納
式
観

覧
席
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
、
式
典
、

集
会
、
展
示
会
、
コ
ン
サ
ー

ト
等
を
想
定
し
て
い
る
。

議
員

厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
も
空
調
関
係
は
費
用
の
節

約
が
必
要
と
思
う
が
見
解
は
。

助
役

熱
効
率
上
、
機
械
室

を
四
か
所
に
分
散
し
、
ア
リ

ー
ナ
や
観
覧
席
で
は
部
分
的

に
集
中
し
て
送
風
で
き
る
方

式
と
し
、
事
務
室
、
会
議
室

は
個
別
空
調
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
ス
の
少
な
い
ガ
ス

熱
源
の
高
効
率
機
器
を
採
用

し
、
ア
リ
ー
ナ
上
部
の
高
温

を
換
気
す
る
送
排
風
機
の
導

入
な
ど
で
維
持
管
理
費
を
抑

え
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

議
員

花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い

拠
点
（
仮
称
）
構
想
に
つ
い

て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
る
意
見
収
集
な
ど
を

実
施
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

ま
ず
、
核
と
な
る
部
分
の
計

画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

旧
県
農
業
総
合

研
究
所
の
跡
地
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て
は
、
花
と
緑
の
ふ

れ
あ
い
拠
点
と
し
て
県
と
本

市
が
協
調
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
県
が
整

備
す
る
核
と
な
る
施
設
九
・

五
�
の
計
画
案
で
は
、
フ
ラ

ワ
ー
ゾ
ー
ン
、
ガ
ー
デ
ン
ゾ

ー
ン
が
そ
の
約
半
分
、
そ
の

他
に
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
、
管
理

事
務
所
、
駐
車
場
等
が
主
な

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

農
業
を
学
ん
だ
り
農
業
に
関

す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
施
設

を
目
指
し
て
い
る
。

議
員

市
で
行
う
周
辺
整
備

の
計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

本
市
が
整
備
す

る
周
辺
の
「
農
の
体
験
・
交

流
の
場
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
農
園
、
ほ
場
、
観
光
農
園
、

花
畑
、
農
産
品
の
直
売
所
等

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
農
作
物
の
栽
培
や
収
穫

体
験
に
よ
り
農
業
に
触
れ
あ

え
る
場
や
農
業
者
と
の
交
流

に
よ
り
農
業
の
現
状
や
大
切

さ
を
理
解
で
き
る
場
と
し
て

整
備
し
、
農
業
に
関
す
る
新

た
な
意
識
の
創
出
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

こ
の
構
想
の
実
現
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
作
業
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

現
在
、
整
備
推

進
の
た
め
に
県
、
市
、
Ｊ
Ａ

湘
南
、
経
済
連
等
に
よ
る
検

討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
市
の
組
織
と
し
て
は
、

庁
内
検
討
委
員
会
・
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域

や
他
団
体
の
意
見
も
取
り
入

れ
る
た
め
地
元
自
治
会
、
農

事
組
合
等
に
よ
る
整
備
推
進

協
議
会
を
設
置
し
た
い
。

議
員

周
辺
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
時
間
を
要
す
る
課

題
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

経
済
部
長

主
な
ア
ク
セ
ス

道
路
は
、国
道
二
七
一
号
線
、

県
道
平
塚
秦
野
線
、
市
道
真

土
金
目
線
等
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
幅
員
等
の
関
係
か
ら
整

備
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
新
設
道
路

の
整
備
も
含
め
研
究
し
て
い

き
た
い
。

議
員

十
五
年
四
月
か
ら
県

立
平
塚
西
工
業
技
術
高
校
は
、

県
立
平
塚
工
業
高
校
と
統
合

さ
れ
、
新
設
高
校
と
し
て
発

足
す
る
た
め
廃
校
と
な
る
。

こ
の
廃
校
後
の
土
地
利
用
等

に
つ
い
て
は
市
民
の
た
め
に

な
る
施
策
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
県
と
ど
の
よ
う
な

交
渉
を
し
て
い
る
の
か
。

市
長

当
該
地
は
県
道
平
塚

秦
野
線
や
整
備
中
の
市
道
に

接
し
、
国
道
一
号
線
に
近
い

交
通
の
利
便
性
が
高
い
場
所

で
あ
る
。
県
は
自
ら
の
利
用

計
画
は
な
く
、
跡
地
を
売
却

し
て
財
源
の
一
部
と
す
る
方

針
で
あ
る
。
本
市
に
対
し
購

入
の
照
会
が
最
近
あ
っ
た
が
、

県
と
し
て
の
広
域
利
用
、県
・

市
相
互
協
力
に
よ
る
利
用
等

に
つ
い
て
折
衝
し
て
い
る
。

議
員

市
と
し
て
の
跡
地
利

用
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長

現
在
の
内
部
の
検
討

段
階
で
は
、
防
災
公
園
と
し

て
整
備
す
る
と
い
う
案
が
有

力
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
元

と
の
相
談
は
ま
だ
し
て
い
な

い
。
今
後
、
地
元
、
議
会
に

相
談
し
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員

本
年
七
月
に
「
平
塚

駅
〜
湘
南
平
」
の
バ
ス
路
線

廃
止
に
つ
い
て
、
市
主
催
の

地
元
説
明
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
路
線
の
沿
線
に
は
福
祉

施
設
や
観
光
地
で
あ
る
湘
南

平
が
あ
り
、廃
止
と
な
れ
ば
、

本
路
線
利
用
者
の
生
活
に
支

障
が
で
る
。
ま
た
、
十
三
年

十
二
月
定
例
会
で
の
「
生
活

バ
ス
路
線
の
確
保
に
努
力
す

る
」
旨
の
答
弁
に
矛
盾
す
る

と
思
う
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

道
路
部
長

法
改
正
に
よ
り

乗
合
バ
ス
事
業
の
路
線
は
許

可
制
か
ら
届
け
出
制
と
な
っ

た
。
事
業
者
の
廃
止
路
線
の

届
け
出
は
、
法
的
に
は
六
か

月
前
で
あ
る
。
神
奈
川
県
で

は
任
意
で
さ
ら
に
六
か
月
間

の
協
議
期
間
を
設
け
て
約
一

年
前
に
神
奈
川
県
生
活
交
通

確
保
対
策
地
域
協
議
会
に
届

け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
協
議
の
結
果
は
事
業
者

の
経
営
判
断
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
な
い
。
地
元
説
明
会

の
開
催
主
旨
は
事
業
者
の
意

向
を
急
ぎ
地
元
に
伝
え
る
た

め
で
あ
り
、
市
の
考
え
方
は

従
来
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

議
員

地
元
自
治
会
は
、
路

線
廃
止
反
対
の
一
万
五
〇
〇

〇
人
の
署
名
を
短
期
間
で
集

め
、事
業
者
に
申
し
入
れ
書
、

市
に
対
し
て
要
請
書
を
提
出

し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
市

は
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

道
路
部
長

署
名
に
は
地
元

の
路
線
存
続
へ
の
願
い
と
愛

着
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
地

元
の
思
い
、
熱
意
に
十
分
配

慮
し
な
が
ら
、
法
改
正
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
路
線
確
保
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

こ
の
路
線
確
保
に
向

け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

道
路
部
長

事
業
者
と
は
協

議
中
で
あ
り
、
今
後
、
地
元
、

事
業
者
、
市
の
三
者
に
よ
る

話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ

と
の
了
解
を
得
て
い
る
。
ま

た
、
国
、
県
、
市
、
バ
ス
事

業
者
に
よ
る
地
域
協
議
会
へ

も
地
元
の
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

ササッッカカーー場場のの市市民民利利用用促促進進へへ市市のの考考ええ問問うう

多
目
的
ア
リ
ー
ナ

空
調
設
備
に
工
夫
を

議
員

本
市
で
は
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
空
間
の
確
保
、
防

災
機
能
の
向
上
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、ま
た
、

地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
十
三
年
度
末
の

公
園
整
備
状
況
は
、
二
四
〇

か
所
で
一
一
三
・
九
六
�
で

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
公
園
の

整
備
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
公
園
整
備
計
画
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

総
合
計
画

第
二
次
実
施
計
画
で
は
、
横

内
地
区
に
街
区
公
園
を
一
か

所
、
馬
入
地
区
と
土
屋
地
区

に
都
市
緑
地
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
松
風

緑
地
と
愛
宕
山
公
園
の
再
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員

公
園
の
維
持
管
理
は

雑
草
除
去
、
樹
木
の
剪
定
等

が
必
要
で
あ
る
が
、
経
費
軽

減
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

公
園
の
利

用
者
の
多
く
は
地
域
住
民
で

あ
り
、
公
園
は
地
域
の
財
産

と
い
う
こ
と
か
ら
、
草
取
り

や
清
掃
等
に
つ
い
て
公
園
愛

護
会
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
い
る
。

議
員

開
設
後
、
長
い
年
月

が
経
過
す
る
中
で
、
状
況
が

変
化
し
て
い
る
公
園
も
あ
る
。

こ
う
し
た
公
園
の
改
修
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

古
く
な
り
、

暗
く
、
防
犯
上
不
安
の
あ
る

公
園
に
つ
い
て
は
、
住
民
参

加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
に
よ
り
、
地
域
の
状
況
に

配
慮
し
、
住
民
が
愛
し
積
極

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
明

る
く
安
全
な
公
園
と
な
る
よ

う
計
画
的
に
改
修
し
て
い
き

た
い
。

周
辺
の
道
路
整
備
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桃
浜
町
の
羽
衣
公
園

（�）平成��年（２００２年）��月�日ひらつか議会だより

花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
構
想

県
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